
 
 

節
目
の
年
、
日
本
の 

伝
統
文
化
と
誇
り 

① 

 

【
不
戦
を
固
辞
し
た
日
本
】 

広
島
に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
の
は
昭
和

二
十
年
八
月
六
日
の
こ
と
。
今
年
は
被
爆

終
戦
七
十
周
年
の
大
き
な
節
目
の
年
。
戦

後
生
ま
れ
が
総
人
口
の
八
割
に
達
し
た
現

代
日
本
。
節
目
と
い
う
の
は
読
ん
で
字
の

如
く
、
節
か
ら
芽
が
出
る
。
新
し
い
も
の

が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う
事
だ
。

終
戦
七
十
年
の
節
目
に
私
達
現
代
日
本
人

は
、
こ
の
大
き
な
転
換
点
に
何
を
思
い
、

そ
し
て
何
を
為
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
？
個
人
個
人
が
真
剣
に
問
わ
ね
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
誇
り
あ
る
日
本
人
と
し

て
の
生
き
方
の
問
い
直
し
、
一
人
一
人
が

当
事
者
意
識
を
強
く
持
ち
、
そ
れ
を
確
認

し
合
い
、
更
に
そ
れ
を
発
信
し
て
い
く
使

命
を
預
か
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。 

私
は
八
月
六
日
、
広
島
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
平
和
祈
念
式
典
に
参
加
し
、
そ
の

後
行
わ
れ
た
「
二
度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な

い~

核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
て~

」
を
テ
ー

マ
に
し
た
『
原
爆
投
下
七
十
年
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
』
に
出
席
し
た
。 

 

 

会
場
に
は
広
島
市
長
、
各
国
駐
日
大
使
、

衆
参
両
議
院
の
面
々
、
有
識
者
な
ど
錚
々
た

る
面
々
が
顔
を
連
ね
た
空
間
の
中
で
、
戦
争

と
平
和
を
考
え
る
上
で
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
会
場

に
集
ま
っ
た
誰
一
人
と
し
て
「
戦
争
・
紛
争
」

な
ど
臨
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
誰
し
も
が
「
平

和
な
世
の
中
」
を
訴
え
願
っ
て
い
た
。
だ
が
、

世
界
各
地
で
は
紛
争
が
絶
え
ず
、
年
々
軍
事

力
を
増
強
す
る
国
も
あ
る
。
日
本
は
ど
う
だ

ろ
う
？
『
不
殺
生
』
を
唱
え
る
宗
教
界
は
も

と
よ
り
、『
非
核
三
原
則
（
核
兵
器
を
持
た
ず
、

作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
）
』
を
代
名
詞
に
、

日
本
国
憲
法
第
九
条
の
戦
争
放
棄
の
規
定
第

一
項
に
は
、「
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を

基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威

嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄

す
る
」
と
あ
る
通
り
、
事
実
、
先
の
大
戦
以

来
こ
の
七
十
年
間
、
日
本
で
戦
争
が
勃
発
す

る
事
も
、
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

日
本
は
戦
後
の
荒
廃
か
ら
目
覚
ま
し
い
勢
い

で
立
ち
直
り
、
最
も
成
長
し
た
平
和
国
家
で

あ
る
。
調
べ
て
み
る
と
、
戦
後
七
十
年
間
戦

争
に
関
与
し
な
か
っ
た
国
連
加
盟
百
九
十
三

ヶ
国
の
う
ち
八
ヶ
国
（
日
本
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、 

 

 

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
ブ

ー
タ
ン
）
し
か
な
く
、
ア
ジ
ア
で
は
日
本
と

ブ
ー
タ
ン
だ
け
で
あ
る
。
世
界
に
誇
る
べ
き

歴
史
で
あ
る
。
ス
イ
ス
を
除
く
と
、
北
欧
諸

国
の
国
々
ば
か
り
。
先
の
大
戦
後
、
戦
争
の

原
因
に
な
る
も
の
が
北
欧
諸
国
に
無
か
っ
た

事
も
要
因
の
一
つ
で
し
ょ
う
。 

【
戦
争
の
原
因
】 

●
米
ソ
対
立
の
発
火
点
と
い
う
地
政
的
な
位

置
に
無
か
っ
た
こ
と
…
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
フ
ガ
ン
な
ど
の
米

ソ
の
代
理
戦
争
と
は
無
縁
の
地
政
的
な
位
置

だ
っ
た
。 

●
民
族
対
立
…
中
東
戦
争
、
バ
ル
カ
ン
諸
国

な
ど
。 

●
宗
教
対
立
…
中
東
戦
争
、
印
パ
紛
争
。 

●
経
済
的
な
貧
困
…
北
欧
諸
国
な
ど
は
お
し

な
べ
て
豊
か
な
国
。 

●
政
体
の
未
成
熟
…
民
主
主
義
が
確
立
し
て

お
り
、
独
裁
者
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
政
治
と

は
無
縁
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
外
交
を
行
っ

て
い
る
。 

【
日
本
と
い
う
奇
跡
の
国
】 

日
本
の
よ
う
に
こ
の
七
十
年
間
戦
争
を
せ

ず
、
平
和
を
享
受
し
て
き
た
国
は
世
界
一
九

六
ヶ
国
の
中
で
も
極
め
て
少
な
い
。
平
成
二

十
三(

二
〇
一
一)
年
に
米
英
軍
に
よ
る
攻
撃

で
始
ま
っ
た
ア
フ
ガ
ン
戦
争
で
は
、
ド
イ
ツ 

 

 

は
最
大
時
五
千
人
を
派
遣
し
、
死
者
五
十
四 

人
。
中
立
国
だ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
最 

大
時
五
百
六
人
を
派
遣
、
死
者
五
人
、
オ 

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
派
遣
三
人
（
死
者
な
し
）
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
派
遣
百
八
十
一
人
（
死 

者
二
人
）
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
八
人
（
死 

者
な
し
）
、
ス
イ
ス
も
密
か
に
三
十
二
人 

を
出
し
、
軽
傷
者
二
人
と
の
報
道
も
あ
る
。

欧
州
で
も
、
南
北
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
、 

中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
太
平
洋
で
も
、
ほ
と 

ん
ど
の
国
が
先
の
大
戦
後
も
直
接
の
戦
争 

当
事
国
と
な
っ
た
り
、
海
外
派
兵
を
行
い
、

内
戦
が
起
こ
る
な
ど
、
多
く
の
戦
死
者
を 

出
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、 

人
口
一
億
二
千
八
百
万
人
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
四
・
八 

㌦
の
大
国
で
あ
る
日
本
が
七
十
年
間
も
戦 

闘
で
一
弾
も
発
射
せ
ず
、
テ
ロ
の
犠
牲
以 

外
に
は
一
人
の
戦
死
者
を
出
し
て
い
な
い 

の
は
奇
跡
に
近
い
平
和
政
策
の
成
功
と
思 

わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

【
天
皇
陛
下
の
願
い
】 

 

天
皇
陛
下
は
平
成
二
十
七
年
、
新
年
に 

当
た
っ
て
の
「
ご
感
想
」
で
、
次
の
よ
う 

に
述
べ
ら
れ
た
。 

「
本
年
は
終
戦
か
ら
七
十
年
と
い
う
節
目 

の
年
に
当
た
り
ま
す
。
多
く
の
人
々
が
亡 

く
な
っ
た
戦
争
で
し
た
。
各
戦
場
で
亡
く 

な
っ
た
人
々
、
広
島
、
長
崎
の
原
爆
、
東 

 



 
京
を
始
め
と
す
る
各
都
市
の
爆
撃
な
ど
に 

よ
り
亡
く
な
っ
た
人
々
の
数
は
誠
に
多
い

も
の
で
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
満
州
事
変

に
始
ま
る
こ
の
戦
争
の
歴
史
を
十
分
に
学

び
、
今
後
の
日
本
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
、
今
、
極
め
て
大
切
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
十
二
月
十
九
日
の
「
天
皇
誕

生
日
」
で
の
宮
内
記
者
会
代
表
質
問
に
お

い
て
《
先
の
戦
争
や
平
和
に
対
す
る
お
考

え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
》
と
の
質
問
に
対

し
て
天
皇
陛
下
は
、
「
先
の
戦
争
で
は
三

百
万
を
超
す
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
人
々
の
死
を
無
に
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
常
に
よ
り
良
い
日
本
を
つ
く

る
努
力
を
続
け
る
事
が
、
残
さ
れ
た
私
共

に
課
せ
ら
れ
た
義
務
で
あ
り
、
後
に
来
る

時
代
へ
の
責
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
つ
つ
が
な
い

発
展
を
求
め
て
い
く
時
に
、
日
本
が
世
界

の
中
で
安
定
し
た
平
和
で
健
全
な
国
と
し

て
、
近
隣
諸
国
は
も
と
よ
り
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
世
界
の
国
々
と
共
に
支
え
合
っ

て
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、
切
に
願
っ
て
い

ま
す
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

【
天
皇
陛
下
の
権
威
】 

 
 

天
皇
陛
下
は
日
本
国
の
象
徴
と
言
わ
れ

ま
す
。
そ
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
陛
下
の
使 

 

 

命
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
？
ご
存
じ
の
方 

に
と
っ
て
は
、
当
た
り
前
す
ぎ
て
今
さ
ら
説 

明
す
る
ま
で
も
な
い
事
な
の
で
す
が
、
あ
ま 

り
に
も
ご
存
じ
な
い
方
が
多
く
、
ま
し
て
や 

天
皇
陛
下
を
蔑
視
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ 

る
有
り
様
。
「
天
皇
陛
下
は
日
頃
何
を
為
さ 

れ
て
い
る
の
か
？
」
と
か
、
「
税
金
の
無
駄 

じ
ゃ
な
い
の
？
」
な
ど
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ 

う
な
無
礼
な
言
葉
を
耳
に
す
る
事
が
あ
り
ま 

す
。
し
か
も
そ
れ
は
若
者
よ
り
も
年
配
の
方 

に
多
い
事
が
気
に
な
る
。
決
し
て
悪
気
は
な 

い
と
思
う
。
そ
も
そ
も
学
校
教
育
や
、
各
家 

庭
で
教
わ
ら
な
い
こ
と
自
体
異
常
な
の
だ
と 

思
う
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
占
領
政
策
の
弊
害 

が
表
出
し
た
結
果
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ 

う
。
ま
た
天
皇
陛
下
の
権
威
に
関
し
て
は
、 

む
し
ろ
諸
外
国
の
方
が
そ
の
事
実
の
重
み
を 

認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
恐
れ
多
い
で
す
が
、 

簡
略
に
ご
説
明
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。 

 

ま
ず
天
皇
陛
下
の
ご
使
命
は
、
「
日
本
国

の
平
和
、
国
民
の
安
泰
を
お
祈
り
さ
れ
る
こ

と
」
で
す
。
日
本
人
の
精
神
性
の
原
点
で
あ

り
、
最
も
象
徴
的
な
の
が
天
皇
陛
下
で
あ
ら

れ
る
。『
世
界
最
古
に
し
て
最
後
の
皇
帝
』
…

今
上
陛
下
が
百
二
十
五
代
。
初
代
が
神
武
天

皇
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
説
あ
る
に
せ
よ
、
神

武
天
皇
を
起
源
と
す
る
と
、
二
千
六
百
七
十

年
以
上
も
男
系
の
子
孫
が
ず
っ
と
皇
位
を
継 

 

 

承
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
長
く
一
つ
の
系
譜 

で
続
い
た
王
朝
は
世
界
の
ど
こ
に
も
な
い
。

王
朝
の
存
続
と
は
、
男
系
（
父
親
が
皇
族
）

に
よ
る
皇
位
の
継
承
の
事
で
、
女
系
（
母
親

だ
け
が
皇
族
の
皇
帝
）
で
は
、
そ
の
王
朝
は

断
絶
す
る
。
ち
な
み
に
国
王
の
場
合
で
も
同

様
だ
。『
世
界
的
権
威
の
国
際
的
な
序
列
』
…

海
外
で
は
陛
下
の
こ
と
を
エ
ン
ペ
ラ
ー
（
皇

帝
）
と
お
呼
び
す
る
の
で
す
。
キ
ン
グ
（
王
）、

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
（
大
統
領
）、
首
相
、
よ
り
断

然
格
上
で
あ
る
と
い
う
の
が
世
界
の
常
識
。

国
賓
と
し
て
来
日
す
る
各
国
の
要
人
は
、
天

皇
陛
下
と
の
公
式
行
事
に
は
最
高
儀
礼
で
あ

る
服
装
で
出
席
し
て
い
る
。
世
界
各
国
の
最

高
要
人
の
権
威
を
判
り
易
く
順
番
に
並
べ
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。
陛
下
→
法
王
→
王
様

→
大
統
領
→
首
相
の
順
番
で
あ
る
。
現
在
の

世
界
情
勢
に
合
わ
せ
て
み
る
と
、
天
皇
陛
下

→
ロ
ー
マ
法
王
→
英
国
女
王
→
ア
メ
リ
カ
大

統
領
→
日
本
国
首
相
と
な
る
。
天
皇
陛
下
と

い
う
権
威
は
、
世
界
で
唯
一
に
し
て
最
上
無

二
の
存
在
な
の
で
す
。
権
威
か
ら
い
っ
て
当

た
り
前
で
す
が
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
が
天
皇

陛
下
と
同
席
す
る
際
は
常
坐
を
譲
り
、
ア
メ

リ
カ
大
統
領
も
晩
餐
会
で
は
最
高
儀
礼
の
ホ

ワ
イ
ト
タ
イ
で
歓
迎
す
る
。
か
つ
て
昭
和
天

皇
の
、
ご
訪
米
時
に
は
、
空
港
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
で
史
上
例
を
見
な
い
米
五
軍
に
よ
る 

 

 

観
閲
儀
仗
も
行
わ
れ
た
。 

 

世
界
最
高
位
の
天
皇
陛
下
を
冠
す
る
日 

本
国
に
、
私
達
日
本
人
に
、
そ
の
自
覚
が 

あ
る
だ
ろ
う
か
？ 

日
本
の
現
在
の
天
皇
家
の
王
朝
名
を
正 

確
に
表
現
す
る
と
大
和
王
朝
と
い
う
こ
と 

に
な
り
、
国
名
は
大
和
朝
日
本
と
い
う
こ 

と
に
な
る
。
私
達
は
勇
気
と
か
根
性
を
表 

す
の
に
「
大
和
魂
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
。

大
和
魂
と
は
、
大
和
朝
日
本
に
住
む
臣
民 

の
魂
と
い
う
意
味
に
な
る
。
つ
ま
り
、
日 

本
の
象
徴
で
あ
る
天
皇
陛
下
を
敬
い
、
国 

や
民
を
愛
し
、
大
和
朝
日
本
の
た
め
に
困 

難
に
立
ち
向
か
う
魂
の
事
で
あ
ろ
う
。
我 

々
日
本
人
は
、
神
話
を
起
源
に
持
つ
大
和 

朝
日
本
の
民
で
あ
り
、
そ
の
誇
り
と
気
概 

を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な 

転
換
点
を
迎
え
て
い
る
の
だ
と
思
う
。 
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